
電磁圏グループ

地球物理学教室 太陽惑星系電磁気学講座
http://www-step.kugi.kyoto-u.ac.jp/

町田 忍 （教授、太陽風・磁気圏プラズマ）
齊藤 昭則 （助教、電離圏プラズマ・ＧＰＳ観測）

地磁気世界資料解析センター
http://swdcwww.kugi.kyoto-u.ac.jp/index-j.html

家森 俊彦 （教授、磁気圏磁場構造・地磁気変動）
藤 浩明 （准教授、全球電磁応答、海底電磁気観測）
竹田 雅彦 （助教、電離圏ダイナモ電流）
能勢 正仁 （助教、地磁気脈動・磁気圏プラズマ）



太陽からは超音速のプラズマ流が惑星間空間に向かって
吹き出していて、『太陽風』と呼ばれています。





『太陽風と磁気圏の相互作用と
磁気圏における爆発現象』



『リングカレントと磁気嵐』





『オーロラジェット電流とAE指数』



『GPS衛星電波による電離圏密度構造の観測（Ｉ）』



『GPS衛星電波による電離圏密度構造の観測（ＩＩ）』



『地磁気の日変化』



地球外部起源の
地磁気北向き成分[nT]

地球内部起源の
地磁気鉛直成分[nT]

『地表の地磁気観測網を
用いた

全球電磁誘導の解析』



『課題演習DB 実験風景』



『課題演習DB 回路キット』



まとめ

■ 磁気圏は太陽風から質量やエネルギーを取り込み、それを蓄積
して間欠的に解放します。電離圏は磁気圏と電磁的に結合し、
高緯度ではオーロラ、中・低緯度では激しい密度擾乱が発生
します。

■ 課題演習DBでは、主にハードウェアの演習を行い、 DDでは、
上の事柄に関係したテーマを総合的に学習してもらうように教材
を準備しています。

■ 地表で観測される電磁場は、液体核内のダイナモ作用の他、
電離圏・磁気圏内の電流・プラズマ波動による変動を含んでいま
す。また、それらは地球内部構造を反映した誘導電流を伴います。

■ 課題研究T1では、具体的なテーマを設けて、人工衛星や地上
の観測データを用いた解析や、プラズマに関する計算機シミュ
レーションなどの方法を用いた研究を行います。
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